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オ ー ケ ストラ ･ ドゥ ･ セ ンタイ

宮城県塩競市出身｡ 東京学芸大学教育学部を卒業後､ 同大学大学院を修了｡ ピア ノを斎藤信子 ､ 須 田昌宏､ 作 曲

を小林康浩､ 吉崎清富､ 指揮を松岡究､ 山本訓久､ 小林研
一

郎 ､ スコア
･

リ
ー

デ ィン グとオ ペラ ･

コ
ー

チ ングを 田

島亘祥の各氏 に師事 ｡ 2 0 0 7 ､ 2 0 0 9 年イタリア ･ カタ ー ニ ア における A rt e M u si c a[ e [t alia n a のマスタ ー ･

コ
ー

ス において ベ ツ リ
ー ニ歌劇場副音楽監督の レオナ ル ド ･ カタラノット氏 に師事､ 氏よりデ イプ ロマを授与される ｡

これまで に数々 のオペ ラ公演やコンサ
ー

トを指揮するほか ､ 新国立劇場､ びわ湖ホ
ー

ル をは じめ各地のオ ペラ 団

体や管弦楽団､ 合唱団等 にお いて副指揮者や合唱指揮者を務めて いる｡ 特 に井上道義､ チ ョ ン ･ ミョン フ ン､ 阪

哲朗､ ユ ー

リ
･

テ ミルカ
ー ノフ ､ ロ ベ ル ト

･

リツ ツイ
= ブリニ ヨ

ー

リ
､ 沼尻 竜典､ ヴィ ト ･ クレメン テ､ キンボ ー ･

イ シイ ､ 大勝 秀也､ 北 原幸男､ 上岡敏之､ 高閲健といっ た著名な指揮者のア シスタン トを務めて いる｡

ま た ､ 近年 はマ ニ ヤ ー

ル / 交響 曲第 4 番､ ステ ー ンハ ンマル / 交響曲第1 番､ カ ル ウオ ヴィ チ/ ヴァ イオリン協

奏曲､ 交響曲≪復活≫ ､ バ リ ー / 交響 曲第 2 番≪ ケンブリッジ≫ ､ ドヴァリ ョ
ー

ナス/ ヴァ イオリン協奏曲､ イ ヴァ ノ

フス/ 交響曲第3 番､ デ ュ ボ ワ/ 交響詩≪ アドニ ス≫ ､ ゴ ー ベ ー

ル / 交響的絵画≪海 の歌≫､ ロ
ー ジヤ ■

ミクロ ー

シ ュ / ヴィ オラ協奏曲､ ラングストレム / 交響曲第2 番≪ 我が祖国≫等の 日本初演を手掛けるなど､ 知 られざる

作品 の演奏 にも意欲的に取り組ん で い る｡ 2 0 1 2 年鳥取県鳥取市にて 中村敬
一

氏 台本 ･ 新 倉健氏作曲のオ ペ

ラ≪ 森≫ の世 界初演 の指揮を務め ､ 2 0 1 4 年宮城県塩竃市 にて両氏作 のオ ペ ラ≪ポラ
ー

ノの 広場≫の 東北初演

(演奏会形式) を指揮 した｡ 2 0 1 5 年 には日立 シビックセンタ ー 開館2 5 周年記念事業のひ たち野外オペ ラ≪マ ク

ベ ス≫を指揮 し､ 約1 万人もの観客のもと公演を成功に導 いた｡

現在 ､ 日立 シビシクセ ンタ ー 音楽ホ ー

ル N Y O C 音楽 監督､ オ ー

ケ ス トラ≪エ クセ ル シス≫ 正指 揮者｡ 栃木フ ィル

ハ ー

モ ニ
ー 交響楽団常任指揮者｡ オ ー

ケ ストラ ･ ドゥ ･ セ ンダイ指揮者｡ 厚木交響楽団､ 町田フィ ルハ ー モ ニ
ー

交響楽団､ 麻生フィル ハ ー

モ ニ
ー 管弦楽団､ 愛媛交響楽団客演指揮者､ 国立音楽大学オ ペ ラ研究会指揮者｡ 東

洋大学混声合唱団指揮者 ｡ 東 京二期会オペ ラ研修所講師｡ 関西 二期会オ ペ ラ研修所客演指揮者｡

国立音楽大学声楽科卒業｡ これまで に､ ベ ー

ト
ー ヴェ ン/ 交響曲第 9 番､ ヘ ンデ ル/ メサイア､ バ ッハ / マタ

イ 受難曲､ ヨハ ネ受難曲､ ロ短 調ミサ ､ ブラ ー ムス / アルトラプソデ ィ ー

､
モ ー ツアル ト/ レクイ エム ､ ドヴォ

ルザ ー ク/ レクイ エ ム､ メンデ ル スゾ ー

ン/ パ ウロ､ エ リア ､ ほかオラトリオをはじめ とする宗教曲等の アル ト

ソロとして ､ 仙 台フィル ハ ー

モ ニ
ー 管弦楽団をは じめ､ 東京交響楽団､ 日本フ ィル ハ ー モ ニ ー

､
ほ か数々の オ

ー

ケス トラと共演｡ そ の他､ ドイツ歌曲を中心 とした ソロコンサ ー トにも多く出演 している ｡ 友愛ドイ ツ歌曲コン

ク
ー

ル ､ 長 久手国際オ ペ ラ声楽 コ ン クール 入 選｡ 日本モ ー ツア ルトコンク
ー

ル 奨励賞｡ 日本 演奏連盟､ 宮城

県芸術協会各会員｡

O r c h e st r e d e S e n d ai(通称オケ セン) は､ 2 0 0 4 年に発足 したア マチ ュ アオ
ー

ケストラです｡ 現在 は仙台市を始

め､ 県内各地及び近県か らもメンバ ー が集まり､ 年 に 一 度の 定期演奏会を中心に活動を行っ て い ます｡ オケセ ンは

｢ 参加しやすいオ ー

ケ ストラ｣ で あることを大切に しており､ 楽器を始めて 間もない方や長 い ブランクを挟んで演奏

活動を再開 した人に とっ ても居心地のよいオ ー

ケス トラである ことを心がけています｡ そ して居心地 のよさに甘え

ることなく､ 一 人 一 人が自立した｢衝 の音楽家｣ として､ 音楽を通 じ表現 した い ことを追求して い ます｡ メンバ
ー

は老

若男女､ 幅広い年齢層で構成され､ なか でも若手社会人や大学院生が多いのが特徴です｡ またメンバ
ー

同士の 交

流も盛んで､ 音楽以外の場でも頻繁に集まっ ており､ メンバ ー の仲の良さはオケ セン の魅力であり財産です｡

第1 4 回定期演奏会で は3 年ぶ りに大浦智弘氏を指揮 に迎え､ チ ェ コ ー オ ー ス トリア の音楽を取り上げました ｡

序曲 にドヴォルザーク作曲のく謝肉祭〉､ 中曲にマ ー

ラー作曲の歌曲集〈子供 の不思議な角笛〉より抜粋､ そ して

メイ ン にブル ックナ ー 作 曲の 交響曲第4 番〈ロマン ティ ック〉を演奏 します ｡ 今回の プ ログラム は オケ セ ン初の

マ ー

ラ
ー

に挑 戦し､ 東欧とい う大地で生まれた音楽と向き合 いました｡ 序 曲は賑やかなお祭りと人々の 営みを､

中曲 はソリス トに仙台市在住 の高山圭子氏を迎え少 し不思議な音楽と心地よい旋律を､ そ して メイン はブル ッ

クナ
ー が求め 描 い た響きを表現できればと考えて おります｡ 今回 は冬の 夜の演奏会 になり､

｢
楽都｣ の街で オケ

セ ンが創り出すチ ェ コ ー オ ー

ストリアの 情景を､ 皆様 とご 一 緒できればと心より願 っ てお ります｡

団員募集 オケ
セン は

､

｢ 一

期
一

会｣ をコ ンセプトに 活動して い ます｡ 年齢
･

楽器 の経験 年数 は問 いません｡ わたしたちと~ 緒 に
｢
オ~ ケス トラ｣ の世 界を

楽しむ仲 間を心よりお待ちしております!

練習日: 毎週日曜日( 午後6 - 9 時) 練習場 : 旭ヶ丘市民セ ンタ
ー

等 対象 = 楽器経験者( オーケストラ初心者歓迎) ※オ
ー

デ ィションはありませ ん ｡
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※募集楽器､ 練習日程等 の詳細は､ W e b サイトをご参照ください ｡ htt p :// O r C h e s t r e
- d e - S e n d aiJ p




